




















































































































































学年教科 1 2 3 4 5 6
国語 175（5） 210（6） 210（6） 245（7） 210－245（6－7） 210－280（6－8）
社会 140（4） 140（4） 175（5） 175（5） 175－210（5－6） 175－210（5－6）
算数 105（3） 140（4） 140（4） 140－175（4－5） 140－175（4－5） 140－175（4－5）
理科 70（2） 70（2） 70（2） 105（3） 105－140（3－4） 105－140（3－4）













































































































教科学年 7 8 9
????
75（5） 175（5） 175（5）
習字 35（1） 135（1）社会 175（5） 140（4） 140（4）国史 35（1） 70（2）数学 140（4） 140（4） 140（4）理科 140（4） 140（4） 140（4）音楽 70（2） 70（2） 70（2）図画工作 70（2） 70（2） 70（2）体育 105（3） 105（3） 105（3）職業（農業、商業、水産、工業、家庭） 140（4） 140（4） 140（4）








習字 35（1）職業 35－140（1－4） 35－140（1－4） 35－140（1－4）自由研究 35－140（1－4） 35－140（1－4） 35－140（1－4）
選択科目計 35－140（1－4） 35440（1－4） 35－140（1－4）








































































国語算数 45％～40％ 45％～40％ 40％～35％社会理科 20％～30％ 25％～35％ 25％～35％音楽図画工作 20％～15％ 20％～15％ 25％～20％













































































































































































学年教科 1 2 3
????国語 175～280 175～280 140～210社会 140～210 140～280 175～315数学 140～175 105～175105～175理科 105～175 140～175140～175音楽 70～105 70～105 70～105図画工作 70～105 70～105 70～105保健体育 105～175 105～175 105～175職業・家庭 105～140 105～140 105～140
小計 910～1015 910～10159 ～1015????外国語 140～210 140～210 140～210職業・家庭 105～140 105～140 105～140
その他の教科 35～210 35～210 35～210
特別教育活動 70～175 70～175 70～175
皿経験主義教育課程の編成
II章においては、小学校と中学校の教育課程の基本構造について触れ
た。本章では、その根底にある考え方、つまり経験主義的性格を有する
教育課程について考察することにする。就中、ここでは昭和26年改訂の
学習指導要領を中核に据えて考察する。教育課程の編成をめぐっては、
昭和26年改訂の学習指導要領の「教育課程とは何を意味しているか」の
項において、
本来、教育課程とは、学校の指導のもとに、実際に児童・生徒のも
つところの教育的な諸経験、または、諸活動の全体を意味している。
これらの諸経験は、児童・生徒と教師との間の相互作用、さらに詳
しくいえば、教科書とか教具や設備というようなものを媒介とし
て、児童・生徒と教師との間における相互作用から生じる（21）。
とし、教育課程は教育的な諸経験、諸活動の全体であると定義してい
る。それを図示すると図1のようになる。これは経験主義の理念を根底
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図1昭和26年改訂学習指導要領における教育課程
教育課程の編成
???????
→（全体）←
↑
＜児童・生徒と教師との相互作用＞
↓
???????
教科書・教具・設備等を媒介
においた定義である。そのことは、同じII章（昭和26年改訂の学習指導
要領）の2の「教育課程はどのように構成すべきであるか」（ここでは、
教育課程の「構成」としている。この「構成」とは「編成」の意である。
以下においては、状況によって両者を使い分ける。）の項において「教育
課程は、このような経験の再構成を有効にさせるように、学習経験を組織
することでなければならない（22）。」ということからも想像に難くない。更
に、昭和26年改訂の学習指導要領には、教育課程の編成をめぐって、
児童・生徒の教育課程は、地域社会の必要、より広い一般社会の必
要、およびその社会の構造、教育に対する世論、自然的な環境、児
童・生徒の能力・必要・態度、その他多くの要素によって影響され
るのである。これらのいろいろな要素が考え合わされて、教育課程
は個々の学校、あるいは個々の学級において具体的に展開されるこ
とになる（23）。
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としている。ここでは、児童生徒の教育課程は地域社会の必要性、且っ
児童生徒の能力や態度の多くの要素に影響される故、斯様な要素を組織
的に整えて学校や学級で具現されることになるとする。これは、教育内
容として生活経験を児童生徒と社会の必要性よって構成（編成）する教
育課程であることが分かる。
以上のことからも昭和26年改訂の学習指導要領は、経験主義の教育課
程を基盤にしていることが理解できよう。
次に、経験主義の教育課程をどのように構成（編成）しようとしてい
るか、以下に見てみる。
教育課程の構成（編成）に当たっては、（1）目標の設定、（2）学習
経験の構成等の内容が極めて大切な仕事であると指摘し、そしてこの両
者は相互に密接に関連し合っているとしている。
まず、前者の目標の設定にっいて見てみる。目標設定をめぐって、一
般的目標は憲法、教育基本法、、学校教育法等に示されたことを指標とす
るが、しかし個々の学校ではその学校や地域社会の様々な状況に鑑み学
校の教育に適するように目標を設定するとする。そのために各学校で
「目標設定のための委員会」の設置を提案する。目標設定をめぐっては、
「決っして固定した方法があるわけではない。」と前置きし、そして、一
応次のような手続きを考えることができるとする。
児童・生徒の必要、社会の必要を適切にとらえるために、たとえば、
種々の文献による調査研究・質問紙法・活動分析法・面接や質問に
より調査研究・観察、さらにもろもろの記録の参照などを行うこと
がそれである〈以下略す〉（24）。
ここからは、目標設定に当たって、学習者である児童生徒の生活経験
（生活基盤）を如何に重要視しているか分かる。それは、「児童・生徒の
必要」「社会の必要」等を適切に捉えるためにその様々な方途を提案して
いる故である。教育課程の原理は、児童生徒の必要と社会の必要という
「必要」の原理である（25）。ここでは、児童生徒の現在の生活の様相、そ
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してそれを踏襲した将来の社会生活を想定した上での学校教育を考え、
個々の児童の自立支援をする立場より学校教育を位置付けていることが
分かる（26）。斯様な教育課程観は、民主主義社会における庶民のための学
校教育を志向している点で従来に対比して新しい価値観である。
目標設定は、前述の如く「児童・生徒の必要性」と「社会の必要」の
両者より考えるべきであるとしている。もしこの両者が対立した場合
は、どのように考えるべきであるか、という点についても触れている。
学習指導要領では、対立的に考えること自体狭義の考えであり（27）、「児
童・生徒の必要のうちに社会的必要をとり入れていくことができる（28）。」
と説く。加えて、「ことに、単元の目標は、学習者に身近なものであるべ
きであるから、児童・生徒の必要・関心・能力がよく考えらており、児
童・生徒の実際の経験活動のうちに、社会の必要が実現されるように定
むべきであろう（29）。」と説いている。ここでは、単元の目標の設定に当
たって育成したい観点（児童・生徒の必要・関心・能力等）に触れてい
る。それは、学習者である児童生徒の既存の経験を生かすことによって、
児童生徒は新たな課題に向かって関心と意欲を持って望ましい学習経験
を発展させるであろうという期待からである。
次いで、後者の学習経験の構成について見てみる。経験主義を原則と
する教育課程においては、その経験をいかなる領域に分類し組織するか
が問題となる。学習指導要領においては、「教育課程の構成において問題
となってくる経験は、単なる児童・生徒の既往の経験でなく、児童・生
徒の発達段階に即して、かれらの現在もっている経験を発展させ、それ
を豊かにするのに役立つようなものでなければならない（30）。」としてい
る。ここでは、児童生徒の経験を拡大発展させることが教育課程の原則
であると捉えている。従って、「望ましい経験とは、無数の経験の中で、
児童・生徒の発達を促し、教育の目標を達成するのに有効なもので、か
れらの発達段階に即した、可能的なものをいうのである（31）。」と説いてい
る。
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教育目標を達成するような学習経験を用意する必要があるが、それを
めぐっては学習指導要領において六領域に亘って指摘する。それは、「i
学習を進める上に必要な技能を用いたり、発展させたりする経験」「ii
集団生活における問題解決の経験」「iii物的、自然的な環境についての
理解を深める経験」「iv創造的な表現の経験」「V健康な生活にっい
ての経験」「vi職業的な経験」（32）等の六者である。例えば、「i学習
を進める上に必要な技能を用いたり、発展させたりする経験」とは、読
むこと、書くこと、話すこと、聞くこと、数えること、計算すること、
物をつくること、問題を分析すること、推理することなどの技能である。
ここでは、国語や算数の技能を中核に据えた構成となっている。他の五
者においても斯様にある教科を想定した構成になっている。
次に、斯様な経験を如何に組織するかであるが、それをめぐって学習
指導要領では、「有効な一つの方法」が「教科による組織のしかた」であ
ると結論付けている。具体的な経験を組織するのは教師である。その際
についても学習指導要領では、
学校や地域の社会の必要や、また児童・生徒の発達やその必要など
を教育的見地から検討し、さらに学習内容の性質をじゅうぶん考慮
することによって教科の組織がえを行ったり、教科の統合をはかっ
て広い領域の学習の道筋を設けるたりすることも可能である（33）。
と説いている。ここでは、児童生徒の発達段階に即して学習経験を教育
的見地より検討を加え、教科の統合を図り、合科学習的な方法を提案し
ている。
以上は教育課程の構成に当たって重要視される「目的の設定」「学習経
験構成」等の内容である。前述の如くここからは経験主義教育を進めよ
うとする教育課程であることが理解できよう。更に、学習指導要領では、
経験主義教育の教育課程を構成していく際の考慮事項（34）を掲げている。
それは、以下の五者である。
一っ目は、教科による組織の仕方をめぐって、学習内容の重複の問題
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を指摘する。児童生徒の望ましい経験の発展を目指すものである故、「教
科間の連関をじゅうぶんに考慮し、学習内容の重複を避け、有効で能率
的な組織ができるように計画」することであるとする。
二っ目は、児童生徒の発達段階や個人差に応じた弾力性のある組織の
仕方をめぐっての問題である。ここでは、児童生徒の能力、関心、欲求
等の個人差に見合った形で経験内容を用意するという柔軟的対応の重要
性にっいて触れている。
三つ目は、学校の環境、校舎、教室の施設・教具等の物的環境をめぐっ
ての問題である。児童生徒の経験が躍動的に組織されることを願って、
その経験のための活動を保証する物的環境の重要性を指摘する。
四つ目は、経験主義の教育課程を組織するに当たって指導者である教
師の指導性や資質をめぐっての問題である。具現すれば、「教師の教育
観、児童・生徒観の理解の深さ、教育についての学識と指導の経験、指
導の技術、計画力、指導力など」が一層重要視されるとする。
最後に、地域社会の人々の教育をめぐっての関心度や理解度について
の問題である。ここでは、地域社会の必要原理を尊重する経験主義であ
る故、如何なる教育課程を実施するにしても「地域の人々の積極的な助
力」が必要であるとする。
以上は、学習経験を組織する際の考慮事項であるが、斯様なことから
も昭和26年改訂学習指導要領が経験主義教育を如何に推進しているか十
分読み取れよう。
IVおわりに
今回は、表題に示した如く経験主義の教育課程であると言及されてい
る昭和22年改訂学習指導要領と昭和26年改訂学習指導要領の両者に視点
を当て論を展開してきた。就中、昭和26年改訂学習指導要領においては、
教育課程を構成するに当たって「目標の設定」「学習経験の構成」「学
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習経験を組織する際の考慮事項」等が具体的に提案され、経験主義教育
を推進しようとする教育課程であることが明らかになった。前述したよ
うに学習指導要領では教育課程の構成（編成）をめぐって具体的に提案
し、推進しようとしているものの各学校ではこれを踏襲して如何に教育
課程を編成しているかという点については理解することができなかっ
た。斯様な課題をめぐっては、今後更に探究していく必要があろう。こ
れについては稿を改めて論じることにする。
【注】
（1）2006年2月13日の「中央教育審議会」の報告は、「言葉の体験などの学習や生
活の基盤づくりの重視」について、次のように指摘する。（これは、言葉と体験
に触れる直前の文言である。）
●義務教育答申においては、学習指導要領全体の見直しについて、例えば、
次のような点を重視する必要があるとする。
・「読み・書き・計算」などの基礎・基本を確実に定着させ、教えて考えさせ
る教育を基本として、自ら学び自ら考え行動する力を育成すること
・将来の職業や生活への見通しを与えるなど、学ぶことや働くこと、生きる
ことの尊さを実感させる教育を充実し、学ぶ意欲を高めること
・家庭と連携し、基本的な生活習慣、学習習慣を確立すること
・国際社会に生きる日本人としての自覚をそだてること
、◎この四つの点は互いに密接に関連しており、一体となった体系的な指導が
なされてこそ効果が上がると考えられる。「豊かな心」と「健やかな体」を
はぐくむことは学習への意欲を生み出し、「確かな学力」の育成にっなが
る。また、「確かな学力」の育成は、将来職業や生活の基礎を培うものであ
り、他の人々とともに豊かな人生を生きるカヘとつながるものである。
●子どもの心と体や学習の状況を見ると、「生きるカ」を育てるためには、ま
ず、①生活習慣、学習習慣、読み・書き・計算など、学習や生活の基盤を
培うことが重要である。そして、②将来の職業や生活への見通しを与える、
国際社会に生きる日本人としての自覚を育てるなど、実生活を視野に入れ
て、学習や生活の目標を持たせることが重要である。子どもの発達の段階
に応じて、こうした学習や生活の基盤づくりを重視する必要がある。
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「審議経過報告」（2006年
2月13日）pp．6－7
（2）文部省『学習指導要領一般編（試案）』日本書籍p．1
（3）同上書p．3
（4）同上書p．3
一47一
中谷陽子・生野桂子・北村好史・生野金三
（5）同上書p．2
（6）水原克敏『現代日本の教育課程改革』風間書房p．132
（7）豊澤弘伸・生野金三『特別活動の研究』学教図書出版会p．13
（8）水原克敏『現代日本の教育課程改革』前掲書p．139参照
（9）文部省『学習指導要領一般編（試案）』日本書籍p．19
⑩同上書p，19
（1D文部省『学習指導要領一般編（試案）』明治図書p，22参照
q2）同上書p．22
q3）同上書p．17参照
qの同上書pp17－18
q5）同上書p．19
⑯『学習指導要領一般編（試案）』の「（3）時間数および一日の指導計画にっ
いて」の項で一日のプログラムについて次のように述べている。
よいプログラムを作るためには、次のような基準を参考にすることが必要で
あるとする。
（a）プログラムは児童や学校の必要によって、変え得るよう弾力性をもってい
ること。
（b）弾力性をもって必要があるといっても、健康の検査や、昼食時や放課など
のきまりきったことは、毎日の一定の時関に定めておくべきこと。
（c）教科の性質や児童の興味を考えて、児童の学習活動をじゅうぶん発展させ
るために、大きなかたまった時間をとるべきであること。
（d）身体的、知的、社会的、情緒的な経験がつり合いがとれて学習されるよう
に、全体の経験のつり合いがとれるようにすること。
（e）日々のプログラムの各教科間の関係をじゅうぶんに考えること。
（f）毎日、多数な活動一計画や評価のための、仕事や遊びや学習のための、技
能の習熟のための、自己表現のための、芸術の鑑賞のための活動一を営むこ
とができるようにすること。
同上書pp．26－28
⑰同上書p．35
㈹同上書p．36
α9）同上書p．37
⑳同上書p．20
⑳同上書p．76
⑳同上書p．79
⑳同上書p．76
⑫の同上書p．78
㈲水原克敏『現代日本の教育課程改革』風間書房p．196
㈲同上書p．196参照
伽同上書p．197参照
㈱文部省『学習指導要領一般編（試案）』前掲書p．79
㈲同上書p．79
㊤①同上書p．79
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㈹同上書pp．79－80
⑳同上書pp．80－82
㈱同上書pp．83
㊤の同上書pp．84－85
（本学教育学部教授）
（帝京大学文学部教授）
（埼玉県新座市立第四中学校校長）
（本学教育学部教授）
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